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　いつもならもうちょっと小出しに、順番に花が咲いていくのですが、今年の春は我先
にと、どんどん咲きました。
　写真は４月中旬頃のものです。このころ、宿場辺りはすでに葉桜で、ハナモモも終わ
りに近く、もみじの新緑が美しくなっていました。
　ツバメが飛び交い、観光客もずいぶん戻ってきました。
　田畑も忙しくなる時期です。明るい話題がこれからたくさん芽吹いてきそうな予感の
するにぎやかさです。

小笠原　美雪

（一石栃白木改番所）



『学ぶ機会に感謝して－妻籠冬期大学－』
読書　坂 本 　 満 　

　「先生のヒゲは地磁気にでも感じるのでしょうか」
と冗談交じりの質問も出た今回の冬期大学は、大塚
勉放送大学長野学習センター所長の、近年の災害へ
の不安に科学がどんな具合に対応してくれているの
か、わかりやすく応えてくれた実のある講座でした。

【気になった4つの話】
１、マグニチュードが 2段階大きくなるとエネル
ギーは千倍大きい。「へぇー、2倍ではない、1
段階違うと32倍の違いになるのだ。」

２、内陸地震は直下型地震と言うが、これは人が住
んでいる場所の下で起こるから。水を多く含む
軟弱地盤があると揺れが強くなって震度も大
きくなる。「なるほど」。

３、松本伊那佐久善光寺四つの平は活断層が関わっ
てできている。木曽山地の両側にも逆断層が
あって、現在も山が上昇している。清内路峠断
層、馬籠峠断層、上松断層などが通るところは
山が窪んでいて峠になっている。生活の周辺に
活断層がある。「なるほど。」

４、上昇する山から土砂が運ばれ扇状地をつくる。
南木曽の谷筋には堆砂が多く、土石流の材料と
して準備されている。家を作るときは危険を
知って作ることが大事。「そうだ、科学的にわ
かりやすく物事を説明してもらえることはあ
りがたい。」

　愛する会理事長からは、妻籠宿を尋ねる人々の姿
もまた回復してきたという。土石流、火山、感染症
など次々の困難、これからも向き合っていく知恵を
この講座でいくらかいただけたかな。

『祝！３年ぶりに開催。妻籠冬期大学講座』
評議員　藤 原 崇 道 　

　新型コロナウイルス禍も３年目を迎える中、冬期
大学が開催できたことを大変嬉しく思います。
　冒頭で、理事長より妻籠～馬籠峠を越えるサムラ
イルートについて、外国人ハイカーの回復の兆しが
あるとの報告でした。日本人を含む旅行者も増え、
次年度にはコロナ前の活気ある妻籠宿の姿が見られ
ることを願うばかりです。
　さて、講師である大塚勉先生ですが、長年にわた
り地質学を研究され、最近ではブラタモリの安曇野
編で、ガイド役としてご出演されたそうです。今
回は、「中部日本の活断層と災害」というテーマで、
木曽谷・妻籠地区の活断層についても詳しく、わか
りやすく解説していただきました。
　日本各地で起こっている地震には２種類あり、海
溝にある大陸プレート同士の沈み込みで起きる海溝
型地震、そしてプレートの沈み込みによって陸側プ
レートの歪みで起きる内陸地震があるとのことです。
我々が住む長野県は後者で、特に新潟―神戸ひずみ
集中帯に位置するそうです。ひずみ集中帯は地震活
動が活発で、長野県北部地震・神代断層地震、木曽
郡内では 1984年の長野県西部地震、2017年に木
曽町であった地震も関係しているそうです。
　注目すべくは南木曽町とその周辺の断層について
です。坂下地区にある阿寺断層はよく知られていま
すが、それ以外にも上松断層や清内路峠断層があり、
妻籠地区には馬籠峠断層が縦断しているそうです。
活動間隔は１万～２万３千年とのことで、最新の活
動時期は 5～ 3千年前。我々の世代には関係ない
ような活動周期ですが、これはあくまで調査で得ら
れた推測であり、根拠もありません。ですからもし
かしたら明日大地震に遭うかもしれないということ
です。
　最後に、先生は「今住んでいる場所の近くに断層
はあるのか、どこが断層なのか。自身の揺れに弱い
軟弱地盤や土石流指定区域なのかなど、災害に関心
を向けるだけでも減災につながる」と述べられまし
た。個人的にも地形・地層や土石流などの地質学に
関係する事柄に興味があり、非常に勉強になりました。
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１、妻籠宿保存のための調査・研究・指導・援助に
関する事業

　（１）現状変更行為申請受付事務及び指導・援助
　（２）月例統制委員会の開催と申請事項の審議
　（３）統制委員会の研修
　（４）当年度建築物保存修理修景計画（南木曽町）

への参画
　（５）空き家に関する調査・研究・道標等の製作、

講習会の実施
　（６）防災施設（専用消火栓）の点検・修理計画

の推進
　（７）防災訓練の実施（文化財防火デーほか）
　（８）全国町並みゼミ等研修会ヘの各役職員の参

加・参画
２、建造物の保存及び景観を守るために必要な維持
管理・環境保全事業　

　（１）「一石栃立場茶屋」建物の維持管理・活用・
通年開放及び周辺耕作地管理　　　　

　（２）「白木改番所」の史跡公園整備
　（３）中山道（信濃路自然歩道）沿線の景観整備　

松枯れ対応
　（４）所有建造物の維持管理・活用及び貸与等　
　（５）板葺き石置き屋根の保存技能の継承
　（６）空き家所有者の維持管理委託及び改修の推進
３、文化財の公開に必要な諸施設の設置と、その維
持管理に関する事業　

　（１）「四阿」（妻籠城址・白木改番所）の維持管理
　（２）休息施設（ベンチ等）の維持補充
　（３）ホームページ等による保存事業の情報発信
　（４）道標・説明板の見直しと更新
　（５）民俗資料の収集・公開・活用（古い農機具

を利用した体験学習）
４、文化の向上を図るための調査・普及に関する事業　　
　（１）広報「妻籠宿」及び事務局便りの発行配布
　（２）第５６回「文化文政風俗絵巻之行列」の実施
　（３）第４６回「妻籠冬期大学講座」の主催と勉

強会の支援
　（４）妻籠宿案内人の会への支援・育成
　（５）古い時代の衣装の保存・収集・活用・着付

け教室の実施
　（６）妻籠及び木曽に相応した文化の伝承と開発・

研究
５、文化財と一体をなす自然環境の保護に関する事業　　
　（１）保有山林地の維持管理（スナジ地籍・西山・

尾又地籍）
　（２）休耕地の景観整備
　（３）重伝建地域の桜・ミツバツツジ・イロハモミ

ジ等の花木の保護・植栽・育成と景観整備
　（４）妻籠城址の環境整備

　（５）外来動植物の駆除
６、重要伝統的建造物群保存地区内において公開に
必要とする事業の受託および支援事業

　（１）町営駐車場管理事業
　（２）旧妻籠中学校周辺の管理
７、関係機関、連携団体との集落保存、自然景観の
保護、地域づくりに関する事業

　（１）木曽風景街道推進協議会との協働活動
　（２）関係団体との交流（国内外）
　（３）南木曽町観光協会との協働活動
８、前号までに掲げるもののほか、前号までの目的
を達成するために必要な事業

　（１）中央駐車場の経営及び環境整備
　（２）取得資産の有効活用
　（３）信州歴史的まちなみフォーラム 2023in 妻

籠宿の開催

令和５年度　妻籠分館行事予定

・運営委員会・会計監査	 ４月　２日（日）
・役員年度始め総会	 ４月１０日（月）
・環境整備	 ５月２１日（日）
・環境整備	 ６月１８日（日）
・和智埜大祭準備手伝い	 ７月１６日（日）
・和智埜大祭子供神輿	 ７月２３日（日）
・育成部行事（夏休み）	 ８月　６日（日）
・環境整備	 ８月２７日（日）
・敬老会お手伝い	 ９月第２日曜日頃
・木曽郡公民館大会	 ９月２４日（日）
	 （木曽町日義）
・環境整備	 １０月　１日（日）
・区民運動会	 １０月　８日（日）
・しめ縄をつくる会	 １２月１７日（日）
・町公民館大会	 ２月　４日（日）
・分館交流スポーツ大会	 ２月２５日（日）
・文化祭の準備	 ３月１６日（土）
・文化祭	 ３月１７日（日）
・役員反省会	 期日未定

＊そば打ち講習会	 月２回
＊ソフトバレーボール	 週２回
＊二胡教室	 月２回

※各団体への参加希望につきましては分館
　主事までお気軽にお問合せください。

（公財）妻籠を愛する会　令和５年度事業計画（公財）妻籠を愛する会　令和５年度事業計画



木曽風景街道推進協議会中山道研修　　　　　2023.3.7木曽風景街道推進協議会中山道研修　　　　　2023.3.7

　コロナ禍による観光の規制もようやく収まり始め
た三月、中山道研修会の関ヶ原史跡めぐりに参加さ
せていただきました。私は、妻籠宿の観光案内所で
時々お手伝いさせていただいております。宿場の世
話をされている方々のパワーあふれる働きや観光客
の皆様の様子を驚いたり感心しながら、とても楽し
く過ごしています。
　今回の研修で案内人の方にお世話になったのは、
妻籠と同じ中山道の宿場の中でも京都に近い関ヶ原
宿と今須宿です。中心となるのは関ケ原合戦史跡で
したが、その周辺はこれまで知らなかったこの街道
ならではの多くのエピソードを含んだ場所です。

①　関ヶ原脇本陣、八幡神社、本陣庭跡
②　ＪＲ駅前旧中山道と北国街道
③　今須峠越え、妙應寺庭
④　今須宿問屋場
⑤　美濃・近江国境「寝物語の里」
⑥　石田三成陣跡（笹尾山）
⑦　島津義弘陣跡
⑧　開戦地・小西行長陣跡
⑨　徳川家康最後陣跡

　盛り沢山の内容のあるコースを歩きましたが、戦
国時代のエピソードばかりでなく、②の中山道と北
国街道の位置関係を知ることができた事や、⑤の常
盤御前の物語が聞けた事など大変勉強になりまし
た。また、⑥の笹尾山から実際に見下ろす決戦地等
は最近のテレビの歴史番組で見るシミュレーション
がそのまま頭に表現されました。
　妻籠宿には今、世界中から観光客が押しかけてい
ます。一体何を求めてこれほどの人がやって来るの
でしょうか。旅は異次元の世界を提供してくれます。
旅の終わりに誰しも自分自身が変化したことに気づ
くでしょう。形はどうであれ、私が関ヶ原を巡って
感じたマジックを昔の人も、外国の人たちも感じて
いるに違いありません。古いこの街道にはそんな力
があるのではないでしょうか。

（一社）南木曽町観光協会　深 谷 千 嘉 子

〈関ケ原合戦開戦地にて〉

〈笹尾山頂上：石田三成陣跡〉

〈妙應寺：家康腰掛石〉

〈徳川家康最後陣跡〉

〈美濃と近江の国境〉



　ついこのあいだ新年の挨拶をしたばかりですが、
今年も３分の１が過ぎ、年度も新しくなり春本番と
なりました。
　４月３日は倉科様、１５日は子安観音の御日待で
した。関係者でお参りをし、お札をいただきました。
庶民の信仰の文化として長く続けたいと思います。
　４月１６日には茶屋前の「紅、八重、枝垂れ桜」
が満開となり多くのハイカーが、「うゎーすごくき
れい！」「良いタイミングで来られた」などと言い
ながら盛んにカメラに収めていました。年々開花時
期が早くなり昨年より１週間早く満開となりました。
　また今年はコロナ禍での制限がなくなりインバウ
ンドのてくてくハイカーが過去最大数になることが
予想されるデータが出てきました。（一石栃立場茶
屋のデータによる）
　立場茶屋はハイカーのおもてなしの拠点として、
牧野良平さんの好意により２月に愛会が、譲り受け
ました。
　今後もいつまでも「中山道に一石栃立場茶屋あり」
と言われ、「ワンダフル･ビューティフル・エクセレ
ント」の評価に「がっかり」の落ちが付かないよう
に対応してゆく所存です。

一石栃立場茶屋を譲り受ける一石栃立場茶屋を譲り受ける

理事長　藤 原 義 則

〈上：倉科様・下：子安観音〉

〈昔の洗い張り板に国名を記入してもらいます〉

〈時々カモシカも
現れます〉



歴史的まちなみフォーラム 2023歴史的まちなみフォーラム 2023
 in 妻籠宿 in 妻籠宿

　長野県内各地で歴史的まちなみを活用したまちづ
くりに取り組む団体が一つに繋がることにより、そ
の魅力を発信し、地域、世代を超えた多様な視点を
取り入れた歴史的まちづくりに係る活動を推し進め
ることを目的として、令和元年度に「信州歴史的ま
ちなみネットワーク」が結成されました。発足当初
から妻籠を愛する会も加盟しています。会員の研鑽
と新規加入を促進するため、毎年各地で「信州歴史
的まちなみフォーラム」を開催しています。松代、
小諸、安曇野と続き今年は妻籠での開催が予定され
ています。

【開催日時：２０２３年９月９日（土）、１０日（日）】
９月９日（土）
10：00～ 12：00　
　　妻籠宿まちあるき（本陣・脇本陣含む）
13：00～ 17：00　フォーラム
　　國學院大學観光まちづくり学部教授陣
　　まちなみネットワーク顧問吉澤氏
　　会場：妻籠町並み交流センター
20：00～ 22：00　夜なべ談義
９月１０日（日）　　オプショナルツアー
10：00～ 13：30　
　　馬籠峠頂上～妻籠宿　徒歩で散策
　　妻籠宿到着後解散

・実行委員会（妻籠を愛する会、南木曽町観光係、
南木曽町教育委員会、南木曽町観光協会で構成）
を立ち上げ、準備を進めています。

　妻籠地区の皆さん、ネットワーク会員の方々には
後日申し込みの案内を配布いたします。
　大勢の方々の参加をお待ちしています。

南木曽町・妻籠健康マラソン南木曽町・妻籠健康マラソン
　　　　　　　　　　４年ぶりに開催へ　　　　　　　　　　４年ぶりに開催へ

期日：２０２３年６月４日（日）
会場：妻籠町並み交流センター

（スタートとゴール）

　スタート時間とコースを簡単に紹介します。

9：30　10㎞男女
妻籠町並み交流センター妻籠宿内→青田→
（軽便道）→和合南で折り返し→（軽便道）→
塚本宅折り返し→（軽便道）→青田→
妻籠町並み交流センター（着）
9：35　6.1㎞男女
妻籠町並み交流センター→妻籠宿内→青田→
（軽便道）→蛇石通過後折り返し→（軽便道）→
塚本宅折り返し→（軽便道）→青田→
妻籠町並み交流センター（着）
9：40　3.3㎞中学生
9：41　3.3㎞小学生5～6年
9：42　3.3㎞小学生3～4年
9：43　3.3㎞小学生1～2年
3.3㎞コース
妻籠町並み交流センター妻籠宿内→青田→
（軽便道）→塚本宅折り返し→（軽便道）→
青田→妻籠町並み交流センター（着）
9：44　1.9㎞ペア手をつないでゴール（保育園）
妻籠町並み交流センター→妻籠宿内→
（恋野経由）→妻籠町並み交流センター（着）

※今回は妻籠町並み交流センターからの出発です。
スタート直後に妻籠宿を通過します。早めの応
援、よろしくお願いします！

〈お知らせ〉〈お知らせ〉

〈昨年安曇野でのまちなみフォーラム〉 〈２０１９年第３９回大会の様子〉



２月　２日：		妻籠地域振興協議会（理事長）、撮影許
	 	可審議委員会
	 ４日：	第４５回妻籠冬期大学講座（４６名参加）
	 ６日：	木曽谷狼煙あげ連絡会、木曽風景街道
	 	推進協議会役員会（理事長）
	 ７日：	聖教新聞撮影（９日）
	 １０日：	南木曽町リニア中央新幹線対策協議会

（理事長・常務）
	 １３日：	妻籠宿連絡調整会議

（博物館・理事長、常務）
	 １４日：	木曽風景街道推進協議会中山道研修下見

（関ヶ原・理事長）
	 １７日：	氷づくり（常務）
	 １８日：	第１４回氷雪の灯まつり（氷運び・常務）
	 ２０日：	統制委員会、広報「妻籠宿」１４５号発行
	 ２１日：	おひな様飾りつけ（観協）
	 ２２日：	町観光係打ち合わせ（理事長、常務）
	 ２４日：	関東運輸局「観光街道」ヒアリング

（理事長）
	 ２７日：	撮影許可審議委員会
３月　１日：	撮影許可審議委員会、㈱アビリブ撮影
	 ２日：	令和５年度元気づくり支援金ヒアリング

（合庁・理事長）
	 ７日：	木曽風景街道推進協議会中山道研修		
	 	（関ヶ原：９名参加）、NHK撮影
	 ９日：	指定管理打ち合わせ
	 １０日：	三役会
	 １３日：	理事会
	 １６日：	日本ナショナル・トラスト協会理事会
	 （東京・理事長）
	 ２０日：	統制委員会
	 ２２日：	長野県立大学学生来宿講演会	 	
	 	（交流センター・理事長）、広報部会
	 ２４日：	信州の歴史的まちなみネットワーク運営
	 	委員会（松本市・理事長）
	 ２７日：	評議員会、南木曽町博物館協議会

（理事長）
	 ２９日：	妻籠観光協会総会（理事長）
４月　１日：	駐車場臨時職員辞令交付
	 ３日：	倉科様祭礼（役員参拝のみ）
	 ４日：	観協おひな様片付け・五月人形準備

（常務）
	 ９日：	三役会 
	 １０日：	観協作業（常務）
	 １１日：	撮影許可審議委員会
	 １５日：	子安観音祭礼（役員参拝のみ）
	 １９日：	妻籠宿案内人の会役員会
	 ２０日：	統制委員会、木曽地域観光ガイド代表者
	 	会議（案内人の会：２名）
	 ２４日：	広報部会
	 ２５日：	会計監査
	 ２６日：	木曽地域文化遺産活性化協議会総会

（木曽町文化交流センター・理事長）
	 ２７日：	令和５年度妻籠地区内工事に伴う工事説明
	 	会（妻籠町並み交流センター・理事長）

２月２０日
・危険木伐採（町：軽便道）	 １件
・道路改良工事（町：第３工区・発電所～第３P）
	 １件
・雨樋修繕（教委：ふれあい館）	 １件
・梅の木伐採・支障木伐採（教委：博物館）	 １件
・手摺設置（教委：馬籠峠・大妻籠）	 １件
・電気機器用冷却水配管の修繕（関電：蘭発電所）
	 １件
・群状択伐（関電：妻籠地区内）	 ３件
・配電線設備の保安伐採（中電：吾妻橋・細野山・
県道７号線沿・下り谷）	 ４件

［その他］
・支障木伐採、開閉器撤去（中電）
・水道管布設（提出済：仮設工事・リニア関係）
３月２０日
・令和５年度重伝建補助事業（屋根修繕：中町・寺下）
	 ２件
・本柱新設及び低圧線、引込線張替（中電：中町）
	 １件
・変圧器の揚替ほか（中電：恋野）	 １件
・高圧線の張替・開閉器の撤去（中電：神社北）
	 １件
・看板新設（大妻籠：個人）	 １件
・群状択伐（関電：吾妻橋・下り谷）	 ２件
・筍伐採（関電：保存地区内）	 １件
・店舗修繕（馬籠峠頂上：個人）	 １件
・旧妻籠小学校グラウンド整備（町）	 １件
［その他］
・妻籠町並み交流センター駐車場整備変更（町）
・道路改良工事（町：提出済）	
４月２０日
・玄関引戸改修（下町：個人）	 １件
・駐車場屋根修繕（中町：個人）	 １件
・倉庫除却（恋野：個人）	 １件
・群状択伐（関電：妻籠地区内）	 １件
・備品倉庫新築（上町：妻籠観光協会）	 １件
・引込線新設（中電：上町・上在郷）	 ３件

【統制委員会からのお知らせ】
　重伝建地区内で家屋の修繕等行うときには、事
前に統制委員会への届出が必要となります。申請
用紙は愛する会にあります。
　また、補助金が出る場合もありますので、町教
育委員会又は愛する会事務局にご相談ください。

発行：公益財団法人妻籠を愛する会
〒399-5302	長野県木曽郡南木曽町吾妻2159-2
ＴＥＬ：0264-57-3513（ＦＡＸ兼用）

景観保持のため、宿場内での路上駐車は
やめましょう！



　今回は鯉岩横の道を紹介します。この道は、はじ
めは水の流れの右側が歩けるようになっていて、途
中で水を渡り左側を歩く必要があるのですが、2年
前の大雨でかなり傷んでしまいだいぶ歩きづらく
なっています。
　しばらく歩いていくと左右に道が分かれていて、右
の道のほうが歩きやすいのですが、こちらは私有地で、
左の道が地図上の道なのでこちらを進みます。石が何
個か並べられており辿って上り、生活道路を渡ってコ
ンクリート舗装の細い農道を目指します。農道に入る
とすぐ左に小屋があり、一つ目の田んぼを越えたら左
に曲がります。この田んぼと田んぼの間の斜めの土地
は、明治の地図では広い道として描かれていますが、
現在は細く描かれ道の跡も見えません。

　この足をくじきそうな斜めの土地を歩いて沢へ向
かい、沢に出たら右に曲がります。なぜ、ここでこ
んな桝形になっているのでしょうか。一段上に大き
な石が並んでいて田んぼになっていない土地があり、
奥にぽつんと古い墓石もあるので、この土地となに
か関係あるのかもしれません。

　さて沢沿いに少し歩き、右側に石段がある少し先
で沢を渡ります。石が折り重なり渡りやすくなって
いますが、よく見るとくさびを使って割った石が間
に入っているので誰かが作ったのかもしれません。
この沢から水を引くためのU字溝に沿って上のコ
ンクリート舗装の道へ上がります。
　ここで道は上と下とに分かれ、上へ向かう道は軽
便道に出ますが、地図上の道は小屋までで終わって
います。下へ向かう道はコンクリート舗装の左端が
地図上の道になっています。この道は町営住宅で右
に曲がらず恋野集会所の横の車庫に向かって斜めに
斜面を降りていくことになっています。まったく道
などないのですが、国土地理院の1970年代の航空
写真を見ると道があるように見えます。

　次回は玄蕃稲荷を通って第一駐車場を目指します。

脇道のこと　Part5脇道のこと　Part5

下町　磯 村 琢 弥

〈石に沿って生活道路へ〉

〈ここに道があるのです〉

〈少し先で沢を渡ります〉

〈水路に沿って上ります〉

〈ここを斜めに下ります〉


